









































































な機会の格差は一定であるという FJH 仮説（Featherman et al. 1975）が現状に対する有力な仮説















な「変数の効果」自体は「説明」ではない（Boudon 1987, Stinchcombe 1991, Esser 1996, Hed-

























　BG 理論は，R. ブードンの教育機会の不平等（IEO: Inequality of Educational Opportunity）モデ
ル（Boudon 1973=83）をベースにしつつ，出身階級にもとづく相対的リスク回避（RRA: Relative 
Risk Aversion）傾向を格差生成メカニズムの中心に据えたものである。まずは，BG 理論のもとに
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